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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
健
や
か
に
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
地
元
企
業
を
は
じ
め
関
係
各

位
に
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
第
27
期
の
新
体

制
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
活
性
化
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
、
各
産
業
界
が
抱
え
る

課
題
に
対
し
、
日
本
商
工
会
議
所
を
中
心

と
す
る
政
策
活
動
に
よ
っ
て
経
済
対
策
や

税
制
改
正
、
規
制
緩
和
や
法
制
度
の
改
廃

な
ど
、
政
治
や
行
政
に
働
き
か
け
て
産
業

界
の
経
営
環
境
改
善
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
企
業
の
活
動
基
盤
で
あ
る
地

域
の
抱
え
る
問
題
に
対
し
、
地
域
振
興
事

業
と
し
て
市
場
拡
大
や
集
客
力
向
上
な
ど

の
問
題
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
奈
川
県
に
お
い
て
は
、
産
業
構
造
の

変
化
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人

口
の
減
少
に
よ
る
影
響
が
危
惧
さ
れ
、
併

せ
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
く

数
々
の
経
済
・
雇
用
対
策
を
展
開
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
塚
市
と
し
て

も
将
来
を
見
据
え
、
人
や
企
業
か
ら
「
選

ば
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
る
ま
ち
」
を
目

指
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
議
所
と
し
ま
し
て
も
産
業
の
活
性

化
は
主
要
の
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
景
気
回
復
策
や
中
小
企
業
支
援
策
を

通
し
て
、
地
域
産
業
の
担
い
手
で
あ
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
底
上
げ
と
活

力
強
化
を
主
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
企
業
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
と

し
て
、
資
金
調
達
や
受
発
注
の
促
進
、
必

要
な
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
個
別
に
克

服
す
べ
き
課
題
解
決
を
支
援
し
、
行
政
と

協
働
に
よ
り
企
業
の
経
営
体
質
強
化
・
成

長
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
特
に
下

記
の
よ
う
な
課
題
に
重
点
を
お
い
て
事
業

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

１
点
目
は
、
会
員
を
は
じ
め
地
元
企
業

の
商
工
会
議
所
事
業
へ
の
参
加
率
の
向
上

で
す
。
広
く
情
報
発
信
に
努
め
、
既
存
事

業
の
効
果
的
実
施
や
新
規
事
業
の
模
索
な

ど
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
会
員
大
会
の
企
画
や
部
会
活
動
の
充
実

な
ど
交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
共
に
、
役

職
員
・
経
営
指
導
員
等
に
よ
る
全
会
員
事

業
所
訪
問
に
よ
る
「
商
工
業
の
何
で
も
相

談
所
」
を
目
指
し
、
企
業
の
繁
栄
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
連
携
に
よ
る
要
望
活
動
の

強
化
で
す
。
商
工
会
議
所
委
員
会
活
動
の

活
性
化
や
女
性
会
・
青
年
部
活
動
と
の
協

調
、
様
々
な
業
界
・
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
要
望
活
動
を
強
力
に
推
し
進
め
る
と
と

も
に
、
近
隣
商
工
会
議
所
と
の
連
携
に
よ

る
要
望
活
動
や
広
域
事
業
の
模
索
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
企
業
の
育
成
・
成
長
と
存

続
で
す
。
創
業
や
第
二
創
業
と
事
業
承
継

へ
の
対
策
を
強
化
し
、「
起
業
す
る
な
ら

平
塚
で
」
を
目
標
に
具
体
的
な
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
中
小
企
業
経

営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
５
年
間
で

30
万
以
上
の
経
営
者
が
70
歳
に
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
６
割
が
後
継
者
未
定
で
、
数

多
く
の
企
業
が
廃
業
に
な
っ
て
し
ま
う
と

言
わ
れ
て
お
り
、
年
々
深
刻
化
す
る
事
業

承
継
問
題
に
対
し
て
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
人
材
育
成
と
人
手
不
足
対

策
で
す
。
中
小
企
業
の
多
く
が
人
手
不
足

を
訴
え
、
こ
の
先
も
益
々
深
刻
化
す
る
こ

と
が
確
実
で
す
。
多
様
な
人
材
の
活
用
と

と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
生
産
性

の
向
上
も
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
関
係
機

関
と
協
力
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
行
政
や
関
係
機
関
の

皆
様
と
連
携
し
、
地
元
企
業
・
商
店
の
繁

栄
を
通
し
て
産
業
振
興
を
図
り
、
地
域
の

活
力
を
結
集
し
役
員
・
議
員
・
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝

か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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新
た
な
年
を

　
　
　

迎
え
て平塚市議会議長 

山 原 栄 一

新
た
な
年
を

　
　
　

迎
え
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し

い
年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
平
塚
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
は
、
国
内
経
済
の
見
通
し
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
お

り
、
先
ゆ
き
に
つ
い
て
も
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
な
か
で
、
緩
や
か

に
回
復
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
一

方
で
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融

資
本
市
場
の
変
動
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
、
好
調
な
企
業
収
益

を
投
資
の
増
加
や
賃
上
げ
・
雇
用
環
境

の
更
な
る
改
善
に
つ
な
げ
、
地
域
や
中

小
・
小
規
模
事
業
者
も
含
め
た
経
済
の

好
循
環
の
更
な
る
拡
大
を
目
指
し
、
日

本
銀
行
に
は
、
経
済
・
物
価
情
勢
を
踏

ま
え
つ
つ
、
２
％
の
物
価
安
定
目
標
を

実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
の
推
計
で
は
、

２
０
１
０
年
か
ら
の
30
年
間
で
約
７
割

の
地
方
自
治
体
で
人
口
が
２
割
以
上
減

少
し
、
ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
口
割
合

が
30
％
を
超
え
る
地
方
自
治
体
は
全
国

に
及
ぶ
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
に
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
も
当

然
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
人
・
も
の
・

サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
い
で
地
域
の
新
た
な

価
値
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
平
塚
商

工
会
議
所
と
連
携
す
る
中
で
地
域
経
済

の
状
況
に
即
し
た
施
策
の
提
言
を
実
現

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
平
塚
商
工
会
議

所
と
の
連
携
を
ま
す
ま
す
密
に
し
、
更

に
市
民
や
企
業
、
大
学
等
も
含
め
協

働
・
連
携
す
る
こ
と
が
、
よ
り
一
層
の

市
内
商
工
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
塚
市
議
会
と
し
て
も
、
住
民
福
祉

の
増
進
に
向
け
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
市

民
の
要
望
を
公
正
か
つ
厳
粛
に
受
け
止

め
、
真
に
26
万
市
民
の
負
託
に
応
え
る

議
会
と
し
て
、
責
務
を
完
遂
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
の
更
な

る
御
発
展
と
会
員
各
位
の
御
繁
栄
並
び

に
御
多
幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平 塚 市 長

落 合 克 宏

新
年
に
よ
せ
て

新
年
に
よ
せ
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
塚
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
明
け
に
は
、
市
庁
舎
本
館
が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
民
の
安

心
・
安
全
を
守
り
、
暮
ら
し
を
支
え
る

役
割
を
果
た
す
こ
の
庁
舎
を
拠
点
に
、

今
年
は
市
総
合
計
画
の
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
、
ま
ち
に
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を

も
た
ら
す
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
元
気
を
呼
び
起
こ
す
た
め
、

地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
皆
さ
ま

へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
本
市

で
は
、
創
業
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
も
創
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
支

援
策
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
貴
会
議
所
を
中
心
に
、
本
市
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
市
内
で
お
金
が

回
る
仕
組
み
や
事
業
承
継
な
ど
、
事
業

者
の
皆
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

に
生
じ
る
様
々
な
経
営
課
題
の
解
決
を

図
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
波
力
発
電
実
証
実

験
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
、
産
業

間
連
携
の
推
進
な
ど
、
意
欲
あ
る
事
業

者
や
企
業
の
皆
さ
ま
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
広
げ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
産
業
を
活
性

化
す
る
試
み
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
平
塚
に
新
た
な
風
を

呼
び
込
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
願
い
、様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
気
の
高
い
海
岸
エ
リ
ア
で
は
、
龍

城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
が
自
然
や
景
観
に

配
慮
し
た
公
園
を
目
指
し
て
動
き
出
し

ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
を
目

標
に
、
平
塚
の
海
の
魅
力
が
味
わ
え
る

場
所
と
し
て
、
民
間
事
業
者
の
力
を
活

用
し
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
「
北
の
核
」
と
な

る
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
で
は
、
将

来
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

着
々
と
進
行
し
ま
す
。
今
年
中
に
、
当

初
か
ら
建
設
予
定
の
商
業
施
設
や
物
流

施
設
の
造
成
が
終
了
す
る
見
込
み
で
、

２
０
２
０
年
の
ま
ち
開
き
に
向
け
た
動

き
が
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
て

き
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
平
塚
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
地
元
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
本
市
の
魅
力
を

生
か
し
た
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

東
京
五
輪
に
向
け
た
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
と
の
交
流
の
促
進
な
ど
、
多
方
面
に

わ
た
り
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
貴
会
議
所
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



３

平塚商工だより　第660号　平成30年１月15日（月）

シャンパン☆ベーカリー こばり

平成３０年度 平塚市への予算・政策に関する要望書提出平成３０年度 平塚市への予算・政策に関する要望書提出平成３０年度 平塚市への予算・政策に関する要望書提出
　平成29年12月19日㈫平塚市役所に
て平塚市長・副市長と商工会議所正副会
頭による第２回定例商工懇話会が開催さ
れ、平成30年度に向けて平塚市への予
算・政策に関する要望書が手渡され、懇
談いたしました。要望内容は次の通り

❶ 商工業者支援団体活動補助事業の補助金確保
❷ 小規模事業者支援の充実
❸ シティプロモーションの更なる取り組み
❹ 中心市街地の再整備をはじめ既存商店街支援の充実
❺ 公共交通における周辺地域との連携強化並びに幹線道路網の整備促進
　●相模線の平塚駅乗り入れ
　●湘南新道の延伸
　●県道606号大島交差点以北へ幹線道路の延伸
　●伊勢原‐大神軸幹線道路の整備促進
　●東名中井インターチェンジへの幹線道路の整備促進
　●新港周辺の道路整備促進
❻ 施設整備関連の促進
　●見附台周辺地区の再開発促進
　●龍城ケ丘プール跡地や新港を含む海岸一帯の整備促進
　●平塚商業高等学校移転後の跡地活用
　●ハローワーク跡地並びに平塚税務署移転後の跡地活用
❼ 大規模な開発など街づくりにおける情報共有
❽ 地元企業への発注機会の増大と適正価格の確保
❾ 東京オリンピック・パラリンピックへの対策／観光振興事業の魅力化と平塚市観
光協会への支援

神奈川県優良小売店舗に『シャンパン☆ベーカリー』と『こばり』が受賞
　去る11月24日㈮神奈川県優良小売店舗表彰式が、神奈川県庁で行われ、平塚か
らは、「シャンパン☆ベーカリー」（平塚市桜ケ丘）と「こばり」（平塚市明石町）
の２店舗が「神奈川県知事及び（一社）神奈川県商工会議所連合会会頭表彰」を受賞。
　シャンパン☆ベーカリーは、髙久製パン㈱が展開したエッフェル塔と時計が目印
のおしゃれなパン屋。常時70種類のパンが並ぶ。看板商品の弦斎カレーパンは、
揚げたてを直接注文でき、カリカリ・モチモチで手土産としても大人気。焼きたて
パンを随時出し、季節に合わせて商品を入れ替え、イベントを行うなどして、お子
様からご高齢の方にも気に入って頂けるようなお店を目指しています。
　こばりは、傘・雨衣・つえの専門店で、多種多様な傘を1000本以上取り揃えて

いる。プレゼントや記念品、美術館やホテル、タクシーなどの置き傘と
しても利用されている。真心こめた接客とアンブレラマスターの専門知
識で、お客様の傘選びをお手伝いし、お買い上げいただいた傘について
は、無料で名入れサービス、アフター修理をしています。
　この表彰は神奈川県と県商工会議所連合会、県商工会連合会の共催で
1976年から実施されているもの。毎年、県内の中小小売業、飲食店の
中から真心尽くしたサービスや味や技など個性ある店舗を表彰してお
り、今年度は34店舗が受賞した。

平成30年 平塚商工会議所 新 年 賀 詞 交 歓 会新 年 賀 詞 交 歓 会
　

新
春
を
迎
え

平
成
30
年
１
月

10
日
㈬
平
塚
ラ

ス
カ
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
平
塚

商
工
会
議
所
主

催
の
新
年
賀
詞

交
歓
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、

市
内
会
員
事
業
所
を
始
め
行
政
・
関
係
団
体

等
か
ら
４
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
出
席

し
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

　

杉
山
副
会
頭
の
開
会
の
言
葉
に
よ
り
始
ま

り
、
常
盤
会
頭
よ
り
新
年
の
挨
拶
で
「
会
員

を
は
じ
め
地
元
企
業
の
商
工
会
議
所
へ
の
参

加
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
事
業
承
継
・

創
業
へ
の
対
策
を
強
化
す
る
。」
と
抱
負
を

述
べ
た
。
そ
の
後
、
部
会
長
及
び
委
員
長
並

び
に
女
性
会
会
長
・
青
年
部
会
長
よ
り
、
一

言
ず
つ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
落
合
平
塚
市

長
・
山
原
市
議
会
議
長
・
河
野
法
務
大
臣
（
代

読
）・
森
県
議
会
議
長
・
赤
井
県
議
・
米
村
県

議
の
皆
様
よ
り
、
代
表
賀
詞
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
平
塚
市
観
光
大
使
の
岩
崎
由
紀
子

先
生
の
独
唱
に
続
き
、
２
０
１
７
年
輝
き
大

賞
発
表
の
後
、
年
男
・
年
女
40
名
に
よ
る
鏡

開
き
が
行
わ
れ
、
大
澤
一
之
商
工
会
議
所
議

員
に
よ
る
力
強
い
発
生

で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
親
に
移
り
、
出
席

者
同
士
で
の
挨
拶
や
今

年
の
抱
負
等
を
語
り
合

っ
た
。
最
後
に
白
石
副

会
頭
に
よ
る
三
本
締
め

に
よ
り
閉
会
し
、
新
た

な
年
が
始
ま
っ
た
。

新たな年のスタート
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11
月
29
日
㈬
、
平
塚
商
工
会
議
所
会

議
室
に
て
事
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
２
部
構
成
で
、
第
１

部
「
神
奈
川
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
に
つ
い
て
」
公
益
財
団
法
人
神
奈

川
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局
宮
沢
浩

之
氏
、
第
２
部
「
平
塚
市
中
小
企
業
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ハ
ッ
ピ
ー
事
業
承

継
」
税
理
士
法
人
綜
合
税
務
会
計
・
公

認
会
計
士
松
澤
大
之
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
宮
沢
氏
よ
り
神
奈
川
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
澤
氏
よ
り
事
業
承
継
の

現
状
を
踏
ま
え
、
そ
の
対
策
ポ
イ
ン
ト

を
、
事
例
を
交
え
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、
今

日
帰
っ
た
ら
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ

い
て
の
項
目
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
受

講
者
は
ま
ず
何
か
ら
始
め
て
良
い
の
か

を
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

◇
平
塚
商
工
会
議
所
は
、
事
業
承
継
の
全

　

般
的
な
相
談
窓
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
担
当
】
経
営
支
援
課 

22-

２
５
１
１

開
催
報
告

「
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
」

51
名
が
受
講

　

去
る
十
一
月
八
日
㈬
平
塚
市
中
小
工

業
会
環
境
委
員
会
・
平
塚
市
異
業
種
研

究
会
主
催
合
同
の
視
察
研
修
会
が
参
加

者
十
一
名
の
も
と
、
実
施
さ
れ
た
。

　

視
察
先
の
㈱
リ
ー
テ
ム
東
京
工
場

（
東
京
都
大
田
区
）
は
約
一
世
紀
に
わ

た
り
、
廃
棄
物
処
理
に
携
わ
っ
て
き
た

平
塚
市
中
小
工
業
会
・

平
塚
市
異
業
種
研
究
会

　
　
　
　  

合
同
視
察
研
修
会

経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
高
性
能
な
設
備
と

技
術
力
を
活
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
問
題
を
解
決
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
貴
重
な
資
源

を
含
む
小
型
家
電
を
産
業
廃
棄
物
処
理

で
磨
い
て
き
た
技
術
で
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
る
。
一
行
は
㈱
リ
ー
テ
ム
社
員
の

方
よ
り
ビ
デ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
の
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
を
用
い
た
講
義
お
よ
び
工
場
見

学
を
通
し
て
、
説
明
を
受
け
た
。

　

東
京
工
場
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
程
の

敷
地
面
積
で
あ
る
が
、
一
日
で
一
〇
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
約
百
台
も
の
大
量
の
処
理
能

力
を
誇
り
、
再
資
源
化
効
率
を
高
め
る

人
間
と
機
械
の
協
働
体
制
を
実
施
し
て

い
る
。
処
理
前
に
手
解
体
・
手
選
別
、

処
理
工
程
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
さ

ら
に
人
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　

環
境
保
全
活
動
を
徹
底
し
、
社
会
的

側
面
か
ら
工
場
見
学
を
積
極
的
取
り
組

ん
で
い
る
会
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ

た
。【担

当
】
経
営
支
援
課 

22-

２
５
１
１

　

去
る
11
月
21
日
㈫
、
文
化
情
報
サ
ー

ビ
ス
部
会
（
柏
手
茂
部
会
長
）
で
は
、

部
会
員
他
32
名
が
参
加
し
、
千
葉
市
内

で
一
番
古
い
商
店
街
で
あ
り
、「
い
な

げ
逸
品
」
の
活
動
に
よ
り
商
店
街
を
活

性
化
さ
せ
多
く
の
Ｔ
Ｖ
番
組
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
「
稲
毛
せ
ん
げ
ん
通
り
商

店
街
」
の
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
地
域
交
流
施
設
あ
か
り
サ
ロ

ン
稲
毛
に
て
稲
毛
商
店
街
振
興
組
合
事

務
局
の
坂
本
一
馬
氏
よ
り
、「
あ
か
り

サ
ロ
ン
を
拠
点
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
、
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の

活
用
、
稲
毛
の
街
に
「
あ
か
り
」
を
灯

そ
う
と
、
稲
毛
あ
か
り
祭
を
始
め
地
域

の
企
業
や
団
体
が
夜
灯
を
灯
し
、
地
域

連
携
の
強
化
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
次

に
、
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
愛
新
覚
羅
溥

の
実
弟
の
愛
新
覚
羅
溥
傑
夫
妻
の
別

文
化
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
研
修

稲
毛
せ
ん
げ
ん
通
り
商
店
街

を
視
察

荘
、
そ
れ
か
ら
「
い
な
げ
逸
品
」
に
出

品
し
て
い
る
創
業
80
年
の
お
茶
や
海
苔

を
扱
う
稲
毛
園
に
ご
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
成
田
を
代
表
す

る
観
光
地
で
あ
る
、
成
田
山
新
勝
寺
を

参
拝
し
、
最
後
に
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア

ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
、
地
域
住
民
や
地
域

企
業
が
連
携
し
て
、
情
報
交
換
や
協
働

事
業
を
行
う
こ
と
が
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
実
感
し
、
ま
た
会
員
相

互
の
交
流
が
図
れ
た
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
榎
本

事
務
局
長
よ
り
売
出
し
・
宣
伝
・
ス

タ
ン
プ
事
業
等
の
説
明
を
い
た
だ
き
、

活
発
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
商
店
街
の
あ
る
べ
き
姿
を
認
識

し
ま
し
た
。
そ
の
後
実
際
に
商
店
街

を
歩
い
て
視
察
し
十
条
銀
座
商
店
街

の
活
気
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
十
一
月
十
七
日
㈮
、
商
業
部
会

（
部
会
長　

清
水
雅
広
氏
）
で
は
、
部

会
員
等
二
十
五
名
が
参
加
し
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
築
地
場
外
市
場
を

視
察
。
日
本
人
観
光
客
と
外
国
人
観
光

客
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ホ
テ
ル
雅
叙
園
『
百
段
階

段
』
で
は
日
本
画
に
囲
ま
れ
た
文
化
財

を
彩
る
、
い
け
ば
な
の
祭
典
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
活
気
の
あ
る
秘
訣
を
探
る
べ

く
、
東
京
を
代
表
す
る
人
気
の
あ
る
十

条
銀
座
商
店
街
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ

の
商
店
街
は
加
盟
店
が
一
八
三
店
舗
、

組
合
員
数
二
〇
九
人
で
組
織
さ
れ
、
ア

ー
ケ
ー
ド
が
あ
り
、
天
候
を
気
に
せ
ず

買
い
物
が
で
き
る
商
店
街
で
す
。
惣
菜

天
国
と
呼
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
生
鮮
食
品

部
会
・
委
員
会
だ
よ
り

商
業
部
会
視
察
研
修

十
条
銀
座
商
店
街
・
築
地
場

外
市
場
・
ホ
テ
ル
雅
叙
園
『
百

段
階
段
』
等
を
視
察
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女

性

会

だ

よ

り

県
商
女
連 
講
演
会

平
成
二
十
九
年
度

臨
時
会
員
総
会
を
開
催

青

年

部

だ

よ

り

市
民
市

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

会
員
交
流
事
業
で
迎
賓
館
へ

「
個
と
し
て
光
る
」

最
優
秀
賞
に
伴
う
祝
賀
会

　

平
成
29
年
11
月
７
日　

横
浜
の
ホ

テ
ル
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
平
塚
女
性
会
か
ら
は
10
名

出
席
致
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正

義
氏
の
参
謀
と
言
わ
れ
た
嶋　

聡
氏
の

「
松
下
幸
之
助
と
孫
正
義
に
学
ん
だ
超

一
流
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
拝
聴
致

し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
条
件
・
基
準
な
ど
を
通

し
て
ス
ピ
ー
ド
経
営
、
そ
し
て
失
敗
を

分
析
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
具
体
例

を
挙
げ
て
の
分
か
り
や
す
い
講
演
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｏ
Ｔ
革
命
の
時
代
に

な
り
、
今
の
仕
事
を
ど
う
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
結

び
つ
け
る
か
が
大
事
に
な
る
等
、
時
代

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
勉
強
し
な
く
て
は

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

副
会
長　

松
﨑　

清
子

　

11
月
16
日
、
会
員
25
名
の
参
加
で
行

わ
れ
た
迎
賓
館　

赤
坂
離
宮
の
見
学
は

晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

華
や
か
な
室
内
は
セ
レ
ブ
な
時
間
を
体

感
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
午
後
は
か
っ

ぱ
橋
商
店
街
の
散
策
と
浅
草
の
新
名
所

「
ま
る
ご
と
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
巡
る
、
欲

張
り
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
開
催
が
雨
の
為
11
月
３
日

に
延
期
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
エ

コ
委
員
を
は
じ
め
沢
山
の
会
員
皆
様
の

協
力
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
龍

園
に
て
、
ご
多

忙
の
中
、
落
合

克
宏
平
塚
市
長

に
も
ご
臨
席
頂

き
、
総
勢
43
名

で
和
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

　

改
め
て
受
賞

の
喜
び
を
心
に

刻
む
事
が
で
き

ま
し
た
。

総
務
委
員
会

【
担
当
】
経
営
支
援
課
22―

２
５
１
４

　

平
塚
商
工
会
議
所
青
年
部
十
一
月

定
例
会
平
成
二
九
年
度
臨
時
会
員
総

会
が
、
去
る
十
一
月
十
四
日
㈫
ホ
テ

ル
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
江
陽
の

間
に
お
い
て
来
賓
三
名
、
会
員
八
十

六
名
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
員
十
三
名
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
二
名
の
出
席
の
も
と

に
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
牧
石
会
長
の
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
牧
石
会
長
の
本
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り
ま
す
『
百
花

繚
乱　

〜
一
人
一
人
の
輝
き
が
煌
め

く
未
来
を
つ
く
る
〜　

』
の
思
い
の
も

と
、
四
月
か
ら
の
平
塚
商
工
会
議
所
青

年
部
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ

号
議
案
平
成
三
十
年
度
役
員
案
の
件
に

つ
い
て
説
明
後
、
議
長
よ
り
諮
ら
れ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
終
了

後
、
平
成
三
十
年
度
役
員
紹
介
が
行
わ

れ
、
会
場
に
向
か
っ
て
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
続
い
て
平
成
三
十
年
度
会
長

予
定
者
の
古
木
紳
一
郎
会
員
に
よ
る
会

れ
か
ら
も
自
分
自
身
の
思
い
と
行
動
力

次
第
で
、
各
々
が
力
を
発
揮
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

様
々
な
活
性
に
繋
が
り
、
延
い
て
は
輝

か
し
い
未
来
に
つ
な
が
る
。
と
熱
く
語

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
常
盤
卓
嗣
会
頭
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
入
会
員

三
名
の
紹
介
な
ら
び
に
バ
ッ
ジ
授
与
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
議
事

に
入
り
、
第
一
号
議
案
平
成
二
十
九
年

度
上
半
期
事
業
報
告
及
び
下
半
期
事
業

計
画
案
の
件
、
第
二
号
議
案
平
成
二
十

九
年
度
補
正
予
算
案
の
件
、
第
三
号
議

案
平
成
二
十
九
年
度
平
塚
商
工
会
議
所

青
年
部
規
約
改
正
案
の
件
、
第
四
号
議

案
平
成
三
十
年
度
会
長
案
の
件
、
第
五

長
予
定
者
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
塚
商
工
会
議
所
青
年
部
で
育
ま
れ

た
思
い
出
、
ま
た
次
年
度
に
向
け
て

の
熱
い
思
い
や
強
い
意
気
込
み
、
胸

に
抱
い
て
い
る
抱
負
を
語
り
、
今
年

度
に
お
け
る
平
塚
商
工
会
議
所
青
年

部
の
活
動
に
よ
り
一
層
邁
進
す
る
決

意
と
と
も
に
、
次
年
度
に
向
け
て

各
々
が
少
し
ず
つ
意
識
を
も
ち
、
新

た
な
年
度
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
動
き

だ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
挨
拶
来
賓

を
代
表
し
て
平
塚
Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ
ス
タ
ー

会
会
長
小
泉
光
一
郎
様
よ
り
祝
辞
を

頂
き
、Ｏ
Ｂ
会
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
紹
介
、
監
事
講
評
の
後
、
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会　

担
当
理
事

片
倉　

由
香
里



６

平塚商工だより　第660号　平成30年１月15日（月）

あなたの会社にお役立ていただくための各種セミナーを開催します  ※詳細は当所ホームページをご覧ください。
●人材育成講座

事例を紹介しながら解りやすく解説します
ビジネス法務セミナー
日程：２月２日㈮
会場：平塚商工会議所 会議室
時間：14時～ 16時
対象：社員・中堅社員・役員・経営者の方など
■講師　㈱ワールド・ヒューマン・リソーシス

取締役副社長 主席研究員  平本 正則 氏
■受講料　平塚商工会議所会員、

特定商工業者…無料
非会員事業所…一人 3,240円

●神奈川県よろず支援拠点事業
記者が思わず取り上げたくなる！
ゼロから始める
プレスリリースのつくり方
日程：２月 26日㈪
会場：平塚商工会議所 会議室
時間：第1部 14時～ 16時

第 2部 16時～ 16時 15分
■講師　神奈川県よろず支援拠点 コーディネーター

浦川 拓也 氏
平塚市秘書広報課 広報担当職員

■受講料　無料

●働き方改革セミナー
人手不足に打ち勝つヒント‼
すぐに辞めない人材を
採る・育てる５つの秘策
日程：２月 23日㈮
会場：平塚商工会議所 会議室
時間：14時～ 16時
■講師　メンタルチャージISC研究所 岡本 文宏 氏
■受講料　無料
■共催　（一社）全国労働保険事務組合連合会

神奈川支部 平塚地区協議会

内　　　容
特定事業者への申込書類の発送時期

実 施 時 期
平成29年12月8日㈮
平成29年12月11日㈪
平成29年12月11日㈪～平成30年2月9日㈮

商工会議所における窓口業務の受付開始
特定事業者の申込期間

容器包装リサイクル関連情報
　循環型の新しいリサイクル社会の構築をめざす「容器包装に係る分別収集および再商品化の促進等に関する法律（容器包装
リサイクル法）」が平成７年制定され、続いて、家電、食品、建設資材、自動車の各リサイクル法も制定され循環型社会を実現
させるための法体系をつくっています。
　事業者に対する排出抑制を推進するための措置の導入、事業者が市町村に資金を拠出する仕組みの創設、再商品化の義務を
果たさない事業者に対する罰則の強化等を内容とする改正容器包装リサイクル法が平成18年６月に公布され施行されています。

■資源の有効利用と環境を守るためにリサイクル
　事業者の皆様は重要な役割を担っています。事業者の方々
が個々の役割を果たすことで我が国のリサイクルの輪がつな
がります。
■容器包装を利用･製造する事業者の皆様にはリサ
イクルの義務があります。
　容器包装リサイクル法による義務は、指定法人(財団法人日
本容器包装リサイクル協会)へ委託することで果たせます。義
務を怠ると指導および助言、勧告および命令を経て罰則が適
用されます。
■判定チャート・・・
あなたは再商品化 ( リサイクル ) の義務を負う事業
者 (特定事業者 )？
　事業規模は？
● 製造業等の場合　 売上高2億4千万円超または従業員
数21名以上である

● 卸・小売・サービス業の場合　売上高７千万円超また
は従業員数６名以上である

「容器」「包装」への係わりは？
● 容器を利用して商品を販売している
● 容器の製造をしている
● 包装を利用して商品を販売している…いずれも委託･
輸入を含む

その素材、種類は？
● ガラス製の容器
● PETボトル
● プラスチック製の容器包装
● 紙製の容器包装…のいずれかである
■再商品化の義務を負う事業者の可能性がある場合
　は、お問合せください。
　[ 容器包装のリサイクルについての問合せは ]
財団法人 日本容器包装リサイクル協会 
コールセンター  Tel:03‐5251‐4870
HP:http://www.jcpra.or.jp/

平成30年度の再商品化義務履行の委託申込期間について
　平成30年度の再商品化義務の履行に向け
た委託申込の受付が以下とおりとなります
ので、ご理解･ご協力をよろしくお願いいた
します。

[ 再商品化の委託契約については ]　平塚商工会議所 地域振興課 Tel:２２－２５１２
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労働者の募集・採用における年齢制限の禁止

■募集及び採用における年齢にかかわりない均等な機会の
確保
第10条　事業主は、労働者がその有する能力を有効に発揮
するために必要であると認められるときとして厚生労働省
令で定めるときは、労働者の募集及び採用について、厚生
労働省令で定めるところにより、その年齢にかかわりなく
均等な機会を与えなければならない。

※以下の場合を除き、年齢制限を禁止（雇用対策法施行規則
第１条の３第１項「法第10条の厚生労働省令で定めるとき
は、次の各号に揚げるとき以外のときとする。」）

❶定年年齢を上限として、当該上限年齢未満の労働者を期間
の定めのない労働契約の対象として募集・採用する場合

❷労働基準法等法令の規定により年齢制限が設けられている
場合

❸長期勤続によるキャリア形成を図る観点から、若年者等を期
間の定めのない労働契約の対象として募集・採用する場合

❹技能・ノウハウの継承の観点から、特定の職種において労働
者数が相当程度少ない特定の年齢層に限定し、かつ、期間の
定めのない労働契約の対象として募集・採用する場合

❺芸術・芸能の分野における表現の真実性等の要請がある場合
❻60歳以上の高年齢者又は特定の年齢層の雇用を促進する施
策（国の施策を活用しようとする場合に限る。）の対象となる
者に限定して募集・採用する場合

【問合せ先】平塚公共職業安定所　TEL：0463-24-8609

労働者一人一人に、より均等な働く機会が与えられるよう、募集・採用における年齢制限を原則として（※）禁止。
（雇用対策法（昭和41年法律第132号）第10条）

小松真知子＆タンゴクリスタル小松真知子＆タンゴクリスタル小松真知子＆タンゴクリスタル
女性会チャリティーコンサートへのお誘い

今回で第35回となる女性会チャリティーコンサート。今年
は、結成32年のキャリアに若き音楽家たちのパッションが
ブレンドされたサウンド「小松真知子＆タンゴクリスタル」
の皆様をお招きします。　
チャペルに響く、時代を超えて輝く華麗なるタンゴをお楽し
みください。

平成30年３月３日㈯
開場15：00  開演16：00～18：00
会　　場
ホテルサン・ライフガーデン チャペル
TEL0463-21-7111 平塚市榎木町9-41

チケット
１枚　３，０００円（全席自由）
出　　演
小松真知子＆タンゴクリスタル
演　奏　曲
碧空／ジェラシー／淡き光に／タン
ゴの街／リベルタンゴ／ラ・クンパ
ルシータ　他

■本件担当　経営支援課　TEL0463（22）2511

神奈川県下14商工会議所連携ビジネス交流会

参加者募集！ビジネスチャンスは“出会い”から

かながわビジネス創造市場
商工会議所のネットワークを活かして、地域を越えた人
脈づくり、会員企業同士の名刺交換・情報交換を目的と
して開催いたします。
様々な業種の方とお会いでき交流を深めるチャンス！こ
の機会を貴社の顧客開拓や事業提携等にご活用ください。

日　　時　平成30年３月６日㈫ 14:00～ 17:00
会　　場　横浜シンポジア

（横浜市中区山下町２ 産業貿易センタービル９階）

対　　象　県内商工会議所の会員企業
参　加　費　3,000円（１社１名）
定　　員　60企業（定員を超えた場合抽選）
申込方法　下記URLよりお申込みください

https://www.supportyou.jp/yokohama-cci/form/1/

申込締切　平成30年２月１日㈭
〈問合せ先〉

横浜商工会議所 会員サービス部
℡045－671－７４４３

平塚商工会議所 経営支援課
℡0463－22－２５１１
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平塚商工会議所　中小企業相談所1月 2月1月 2月 専門家による定期相談のお知らせ

　　 ★2月5日㈪・19日㈪ ※相談時間30分

★1月18日㈭・25日㈭  ※相談時間30分★2月1日㈭・8日㈭・15日㈭・22日㈭

  ★2月7日㈬ ※相談時間30分

★1月17日㈬ ★2月21日㈬ ※相談時間30分

★随時開催  ※相談時間30分程度

★随時開催  ※相談時間30分程度

★1月18日㈭ ★2月1日㈭・15日㈭ ※相談時間1時間30分

  ★2月9日㈮ ※相談時間30分

●契約上の留意点・取引上のトラブル
●事業に係る法的な相談  等

●事業計画書の作成方法について
●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について  等

●帳簿のつけ方や申告の方法
●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには？  等

●事業資金に関する相談  等

●新製品やアイデアの特許をとるには？  等

●新たな販路開拓について  等

●事業プランを見てもらいたい
●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい  等

●生産管理や製造・技術等について  等

相談内容（例）相談日相談事項

法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

金 融 相 談

特 許 相 談
巡回あっせん相談

経営・労務相談

製造・技術相談

◆ご利用方法◆
ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！
平塚商工会議所 経営支援課　　TEL.０４６３－２２－２５１１　/　FAX.０４６３－２４－００７９
※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

●平塚逸品研究会
●新宿工業会新年会

●平塚警察署武道始め式/警察官を励ます会　●平塚市商店街連合会新年賀詞交歓会
●ライオンズクラブ国際協会330B地区7R1Z新年賀詞交歓会

●公益社団法人平塚法人会新年賀詞交歓会
●一般社団法人平塚青年会議所新年賀詞交歓会

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚商工会議所青年部１月定例会
●平塚市中小工業会新年会

●平塚商工会議所女性会役員会
●平塚地区食品衛生協会賀詞交歓会
●第２回平塚まちゼミ報告会　　●湘南ひらつか名産品選定委員会
●東京地方税理士会平塚支部賀詞交歓会

●平塚商工会議所主催：ビジネス法務セミナー
●神奈川産業振興センターKIP会賀詞交歓会

●平塚商工会議所2月定例常議員会
●湘南スターモール商店街振興組合新年賀詞交歓会

●平塚商工会議所青年部２月定例会「YEG公開セミナー」

●平塚商工会議所工業部会新年会

●第65回神奈川県優良産業人表彰

●平塚菓子展示会（2/8～12市民プラザ）

●平塚商工会議所都市政策委員会
●ひらつか男女共同参画推進会議

●平塚市交通安全協会新春の集い

●平成29年度商業経営セミナー
●（一社）神奈川県商工会議所連合会専務理事会議

●平塚市産業振興推進会議　　●平塚菓子商工組合新年の集い
●湘南ひらつかテクノフェア実行委員会　　●第2回平塚市防災会議

●第212回商工会議所珠算検定試験

●平塚逸品研究会
●日本商工会議所関商連石巻・南三陸町視察会

●神奈川県商工会議所連合会臨時専務理事会議

●第81回商工会議所リテールマーケティング（販売士）検定試験

●平塚逸品研究会ひらつか逸品発見フェア

●平塚商工会議所主催：労務管理セミナー「働き方改革セミナー」

●第148回商工会議所簿記検定試験
●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●確定申告事務指導会
●神奈川県商工会議所連合会定例専務理事会議

●確定申告事務指導会

●平塚商工会議所商業部会・食料品部会・飲食業部会合同セミナー
●確定申告事務指導会
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